


依頼者様標品識別番号
必須

資源の種類
必須

ドロップダウンリストから
選択

動物細胞の生物種
資源の種類で動物細胞を選

択した場合は必須

生物遺伝資源の名称
必須

属や種が特定できる学名を記入
原産国

BSL
必須

拡散防止
措置区分
必須

核酸供与体の
BSL
必須

規制の
有無
必須

標品形態
必須

保管容器
微生物（遺伝子組換え生物等）

は必須
（例：ガラスアンプル、プラス

チックチューブ）

契約時本数
必須

A1-001 微生物 Saccharomyces cerevisiae 日本 BSL1 該当なし 該当なし 無 凍結 プラスチックチューブ 5
A2-001 微生物（遺伝子組換え生物等 Corynebacterium glutamicum BSL1 P1 BSL1 有 凍結 プラスチックチューブ 10
B4-001 動物細胞 マウス筋組織由来 Mus musculus 該当なし 該当なし 該当なし 無 凍結 プラスチックチューブ 10

「依頼者様標品識別番号」欄は、アンプルやチューブに記載した記号と⼀致した記号を記入してください。

「資源の種類」欄は、ドロップダウンリストから対象の種類を選択してください。

「動物細胞の生物種」資源の種類が動物細胞の場合は、細胞の由来を記入してください。場合によっては、安全性確認等のために問い合わせることがあります。

「原産国」欄には、証明書に生物遺伝資源の原産国名の記載を希望される場合のみ、記入してください。

「BSL（バイオセーフティレベル）」欄には、依頼者が所属する組織の内規に基づきBSLを選択してください。

（微生物及び微生物が含まれるバックアップ資源の場合は、必ず「BSL1」「BSL2」のどちらかを選択してください。）

「拡散防止措置区分」欄には、組換え体の場合に、研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第⼆種使⽤等に当たって執るべき拡散防⽌措置等を定める省令

（平成16年⽂部科学省・環境省令第1号）に基づき区分を選択してください。

「核酸供与体のBSL」欄は、組換え体の場合に「BSL1」「BSL2」どちらかを選択してください。


